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エラーの連鎖は負に繋がるぞ！

１０月１８日岡村公園に出向き、３戦目となるBakerzとオープン戦を行った。過去２連敗を喫している我がチーム
としては、是非とも勝利を手中にしたいところである。また、この試合が勝率５割復帰を掛けた試合で有る事からも、
是が非でも勝利が欲しいものである。過去２試合共、先制を許し且つ自チームのエラーによる敗戦で有るだけに、守
備は確実に好球必打で行きたいものである。今日の試合は、我がチームの攻撃で幕を開けた。翼のサードゴロを相手
サードが１塁に暴投、一気に２塁まで進塁、その後すかさず、３盗。あっという間に先制のチャンスを迎えた。続く
山田のサードゴロの間に、翼がホームインし、先制を挙げた。その後は、３回まで、両チームとも０行進を続けたが、
その間には、四球を出したランナーを今日始めてマスクを被った山田が見事２盗を刺した。ゲームが動いたのは、４
回の我がチーム攻撃。先頭の深沢がレフトにヒットで出塁、その後は、相手の２連続エラーで、２点目、ランナーが
２人溜まったところで、最近打撃不振な泉が、クリーンな三遊間ヒットで２人を迎え入れ、この回３点を挙げ、４対
０と展開を優位に迎えた。しかし、状況はこのままでは終わらなかった。５回の相手攻撃、ヒットでランナーを出し
たものの、２アウト。相手バッターの打球は、イージーなセカンドゴロ、メンバー誰しも３アウトの予感。その後、
セカンドのエラーによって、ランナーを出してしまった。続く打者３人に長短打を浴び、そして、サードエラーも併
せ、一挙５点を献上し、逆転を許してしまった。６回は両チームとも０点、最終回の我がチーム攻撃に入る時間は
16：42、バッター１０番からで、諦めモードが若干入った感じで、攻撃を始めた。先頭打者はセカンドゴロで、１ア
ウト、続く打者は翼、今日の翼は、セミサイクルの状態である。打ち放った打球は、ライトの頭上を越す３塁打、山
田も気を吐くセンター前、翼がホームインし同点。続く中富も１、２塁間ヒットで、山田が一挙３塁まで好走塁、続
く深沢は今日１安打、初球を打った打球は、タッチアップするには、充分なレフトフライで犠飛、これで逆点。続く
篠原はすぐさま守備に付けるような犠牲バッティングで最小差の１点で、７回裏に守りに付いた。先発政司がピシャ
リと３人で締め、見事逆点勝利及び勝率５割を手中にした。この時時間は、16：50８分で攻防を終えたわけだ。
そもそも、このハラハラは少し基本からずれてしまったプレーから始まったと思う。やはりボールを裁く時は、極力
基本に忠実に体の正面で裁く、これが出来ていたら、このはらはらはナッカタ事だろう！打撃は水物。だからこそ、
尚更、イージーゴロは堅実に裁きましょう！さー、週末は公式戦、がんばるべ！

気合の８分間 見事勝利をゲット！


